
第１２回教育研究評議会議事要録 

 

１ 日 時  平成２５年３月１３日（水） １３時１０分～１６時４０分 

 

２ 場 所  特別会議室（本部棟２階） 

 

３ 出席者  １６人 

欠 席  なし 

 

議事に先立ち，田中学長から，報告事項（１）「教員の退職等について」，（５）そ

の他「①教員情報データベースの公開について」及び「②文部科学省「国際原子力人

材育成イニシアティブ事業」への参画について」を追加する旨の説明があった。 

また，報告事項（３）「平成２５年度鳴門教育大学公開講座について」を「平成２

５年度鳴門教育大学公開講座及びなるっ子わくわく教室（大学開放推進事業）の実施

計画について」に変更する旨，併せて説明があった。 

 

４ 議 題 

（１）国立大学改革強化推進事業の実施に係る中期計画の変更について 

田中学長から，参考資料１－２「四国５大学連携による知のプラットフォーム

形成事業」に基づき，国立大学改革強化推進補助金に選定された事業の概要につ

いて説明があった。 

続いて，資料１「国立大学法人鳴門教育大学の中期計画新旧対照表」に基づき，

当該事業の実施に当たり，中期計画の変更を文部科学大臣あてに申請する旨の説

明があり，審議の結果，原案どおり承認した。 

なお，文部科学大臣への変更申請に当たり，文言等の修正が必要な場合は，学

長に一任することとし，３月１９日（火）開催の第２３回役員会に上程すること

とした。 

 

（２）平成２５年度年度計画について 

田中学長から，資料２「平成２５年度国立大学法人鳴門教育大学年度計画（案）」

に基づき，平成２５年度年度計画の要点について説明があった後，西園理事，山

下理事及び茶畠理事から各担当部分についての補足説明があり，審議の結果，原

案どおり承認した。 

なお，文部科学大臣への提出に当たり，文言等の修正が必要な場合は，学長に

一任することとし，３月１９日（火）開催の第２３回役員会に上程することとし

た。 



 

（３）国立大学法人鳴門教育大学学則等の一部改正について 

田中学長から，資料３－１「国立大学法人鳴門教育大学学則等の一部改正につ

いて」及び３－２「改正部分の新旧対照表（案）」に基づき，秋入学への対応及び

大学院専門職学位課程修了要件単位数の変更等に伴う学則の一部改正及び大学院

専門職学位課程の改組に伴う規則等の一部改正について説明があり，審議の結果，

原案どおり承認した。 

 

（４）国立大学法人鳴門教育大学名誉教授称号授与規則等の一部改正について 

田中学長から，資料４－１「「名誉教授称号授与規則」等の改正について（案）」

及び４－２「改正部分の新旧対照表（案）」に基づき，名誉教授称号授与規則等の

一部改正について説明の後，各委員から以下のような意見が出された。 
 

○在職中に授与の取消しに該当する行為があった場合のことを規定しておく

必要はないか。 

○今回の改正により，名誉教授称号の授与を受けるための資格要件を満たす

に当たって，不利になる教員はいないのか。 
 

引き続き，審議の結果，原案どおり承認した。 

 

 

（５）鳴門教育大学遠隔教育プログラム推進室規程の制定について 

石塚本部長から，資料５「鳴門教育大学遠隔教育プログラム推進室規程（案）」

に基づき，平成２５年４月から遠隔教育プログラム推進室を設置することに伴い，

規程を制定する旨の説明の後，各委員から以下のような意見が出された。 
 

○第２条に規定されている「支援業務」について，具体的にどのような業務

を指しているのか不明確ではないか。 

○教材開発業務は，推進室長だけが担当することになるのか。 

○主任メンター及びメンターは，雇用上どのような身分になるのか。 
 

引き続き，審議の結果，当該規程の文言を見直すこととした。 

 

 

（６）教員配置に関する基本方針の一部改正について 

田中学長から，資料６「教員配置に関する基本方針（案）」に基づき，「四国に

おける e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施」事業に

係り，定員管理計画の外として准教授１を配分する旨の説明があり，審議の結果，

原案どおり承認した。 



 

（７）平成２６年度の教員定員計画について 

田中学長から，資料７「平成２６年度教員定員計画（案）」に基づき，平成２６

年度の教員定員計画について説明の後，各委員から以下のような意見が出された。 
 

○センター業務を兼務している教員の後任補充について，基準が不明確では

ないか。 

○センター業務を兼務している教員の負担について，検証する必要があるの

ではないか。 
 

引き続き，審議の結果，原案どおり承認した。 

 

 

（８）教員人事について 

①特別支援教育専攻特別支援教育学担当准教授又は講師の採用について 

西園理事から，資料８－１「教員選考候補者決定報告書」，８－２「鳴門教

育大学教員選考調書」，８－３「業績目録」及び８－４「教員公募応募者一覧」

に基づき，選考経過等の説明があり，審議の結果，高橋 眞琴氏（宝塚市立

養護学校教諭）を准教授として，平成２５年４月１日付けで採用（任期は平

成３０年３月３１日まで）することを承認した。 

 

②実地教育担当准教授又は講師の採用について 

西園理事から，資料９－１「教員選考候補者決定報告書」，９－２「鳴門教

育大学教員選考調書」，９－３「業績目録」及び９－４「特別支援教育経験に

ついて」に基づき，選考経過等の説明があり，審議の結果，倉橋 誠一氏（徳

島市加茂名中学校教諭）を講師として，平成２５年４月１日付けで採用（任

期は平成２８年３月３１日まで）することを承認した。 

 

（９）その他 

特になし 

 

 

５ 報告事項 

（１）教員の退職等について 

①特別支援教育専攻准教授の人事交流期間終了に伴う退職について 

田中学長から，「徳島県教育委員会と国立大学法人鳴門教育大学の実務家教

員に係る人事交流に関する協定書」に基づく人事交流期間の終了により，特

別支援教育専攻 佐藤 公子准教授が退職する旨の報告があった。 

 



 

②予防教育科学センター准教授の任期満了に伴う退職について 

田中学長から，任期満了により，予防教育科学センター 佐々木 恵准教

授が退職する旨の報告があった。 

 

③言語系コース（英語）准教授の来年度契約期間について 

田中学長から，言語系コース（英語）ブラッドリー バーマン准教授より，

次年度雇用契約について，雇用期間を平成２５年９月末日までとしたい旨の

申し出があったことの報告があった。 

 

（２）学長選考等規則等の改正に向けた学長選考会議における審議等について 

田中学長から，資料１０「鳴門教育大学「学長候補者」の選考方法の改正につ

いて」に基づき，学長選考会議において，学長候補者の選考等における公平性，

透明性の確保及び選考過程での同会議の説明責任を果たすため，学長選考方法の

見直しを行い，学長選考会議規則，学長選考等規則及び学長等選考等規則実施細

則の改正について，審議を行っている旨の報告があった。 

 

（３）平成２５年度鳴門教育大学公開講座及びなるっ子わくわく教室（大学開放推

進事業）の実施計画について 

田中学長から，資料１１－１「平成２５年度鳴門教育大学公開講座実施計画一

覧（教育部別）」及び１１－２「平成２５年度鳴門教育大学なるっ子わくわく教室

（大学開放推進事業） 実施計画一覧」に基づき，平成２５年度の公開講座及び

なるっ子わくわく教室（大学開放推進事業）の実施計画について報告があった。 

なお，大学開放推進事業は，平成２５年度から「なるっ子わくわく教室（大学

開放推進事業）」に名称変更する旨，併せて報告があった。 

また，鳴門市，大塚国際美術館及び本学が連携して実施しているＮ＊ＣＡＰに

ついて，平成２５年度も実施予定である旨の説明があった。 

 

（４）各種委員会報告について 

①臨時四国国立大学協議会 

田中学長から，資料１２「各種会議報告について」に基づき，２月７日（木）

に開催された，臨時四国国立大学協議会の主な内容について報告があった。 

 

②第６８回四国国立大学協議会 

田中学長から，資料１２「各種会議報告について」に基づき，２月２２日（金）

に開催された，第６８回四国国立大学協議会の主な内容について報告があった。 

 

 



 

③平成２４年度日本教育大学協会四国地区学長・学部長会議 

田中学長から，資料１２「各種会議報告について」に基づき，２月２８日（木）

に開催された，平成２４年度日本教育大学協会四国地区学長・学部長会議の主

な内容について報告があった。 

 

④平成２４年度第３回通常総会 

田中学長から，資料１２「各種会議報告について」に基づき，３月８日（月）

に開催された，平成２４年度第３回通常総会の主な内容について報告があった。 

 

 

（５）その他 

①教員情報データベースの公開について 

山下理事から，資料１３「教員情報データベースの公開について」に基づき，

教員情報データベースの項目のうち，「学位」及び「主要研究業績」については，

学校教育法施行規則１７２条の２第１項第３号及び第３項において公開するこ

とが義務付けられているため，公開していない場合は，早急に対応願いたい旨

の説明があった。 

 

②文部科学省「国際原子力人材育成イニシアティブ事業」への参画について 

田中学長から，資料１４「教育現場の放射線危機管理力向上のための人材育

成」に基づき，放射線利用振興協会からの依頼を受け，本学においても国際原

子力人材育成イニシアティブ事業に協力することとした旨の報告があった。 

 

 

 

○ 次回の平成２５年度第１回教育研究評議会は，４月１０日（水）１３時１０分か

ら開催する旨の報告があった。 

 


